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全
員
協
議
会

役
場
庁
舎
の
移
転
方
針
が
示
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
旧
只
見
中
学
校
（
以
下
、
町
下
庁
舎
）
に
全
部
の
移
転
を

求
め
て
き
た
議
会
と
、
現
在
の
役
場
庁
舎
裏
に
隣
接
す
る
新
庁
舎

（
以
下
、駅
前
庁
舎
）
を
中
心
に
計
画
を
進
め
て
き
た
町
側
と
調
整

が
つ
き
ま
し
た
が
、
遅
い
対
応
に
議
会
か
ら
厳
し
い
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
経
過
と
今
後
の
工
程
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

全 員
協 議 会

移転が予定されている町下庁舎２階

議
会
は
、
危
険
で
あ
る

こ
と
か
ら
早
急
な
移
転
を

進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
住

民
の
利
便
性
を
考
え
、
な

る
べ
く
分
散
せ
ず
ま
と
め

る
べ
き
と
主
張
し
て
き
た
。

こ
の
日
開
催
さ
れ
た
全

員
協
議
会
に
町
長
よ
り
以

下
の
移
転
方
針
が
示
さ
れ
、

活
発
な
質
疑
応
答
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
た
。

当局が示した移転計画（案）

◆現在防災や窓口サービスを担当する町民生活
課と会計室は、日々の業務に密接な関連があ
る。また、防災設備の移転には多額を要する
ため、この２つの業務は駅前庁舎に残し業務
を継続したい。
◆観光商工課は、今後JR只見線開通などに対
応するため、駅に近い駅前庁舎に残し業務を
継続したい。
◆その他の課は、町下庁舎へ移転する。

移転方針
決　定

10/1810/18
移転方針
決　定

平成29年4月以降の議会全員協議会経過

4/12 町下庁舎に急ぎ全部移転を求める決定
➡

8/18 今後の移転の工程を当局に求める決定
➡

10/18 当局移転方針を説明、議会賛成多数で承認
➡

11/21・12/12 町当局と配置計画（案）協議
➡

12/15 町当局と移転予定先の現場で協議

町下庁舎へ
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全
員
協
議
会

役場役場
移転移転

た
い
。

役
場
裏
の
駅
前
庁

舎
は
、
国
道
改
良

に
支
障
な
い
の
か
。

ボ
イ
ラ
ー
室
の
み

で
支
障
は
な
い
。

ま
ず
は
全
移
転
を

し
て
、
そ
の
後
じ

っ
く
り
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。ま

ず
は
今
の
業
務

を
移
せ
る
と
こ
ろ

に
移
す
。
そ
し
て
、
将
来

の
大
き
な
議
論
と
し
て
い

き
た
い
。

る
。
配
置
計
画
の
協
議
と

合
わ
せ
当
局
担
当
者
と
現

場
確
認
も
行
な
っ
た
が
、

町
民
の
利
便
を
最
優
先
に

住
民
に
立
ち
寄
り
や
す
い

配
置
を
求
め
る
意
見
が
相

次
い
だ
。

今
後
、
駅
前
庁
舎
と
町

下
庁
舎
の
改
修
を
進
め
な

が
ら
来
年
度
中
の
移
転
完

了
を
目
指
す
。
な
お
、
議

場
傍
聴
席
の
改
修
も
計
画

さ
れ
る
。

町
下
庁
舎
の
１
階
、
２

階
に
現
在
の
役
場
機
能
が

ほ
ぼ
移
転
す
る
こ
と
に
な

危
機
管
理
意
識
が

不
足
し
て
な
い
か
。

指
導
不
徹
底
だ
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

観
光
課
と
産
業
課

は
、
な
ぜ
分
け
る

の
か
。

当
面
Ｊ
Ｒ
只
見
線

や
八
十
里
越
開
通

な
ど
交
流
人
口
へ
の
対
応

も
考
え
、
駅
近
く
に
お
き

４
月
に
予
算
を
議

決
し
て
い
る
。
本

来
５
月
頃
に
説
明
が
あ
る

べ
き
だ
。
議
会
と
話
し
合

い
な
が
ら
進
め
る
約
束
の

は
ず
。

遅
く
な
り
申
し
訳

な
い
。
総
務
課
の

取
り
扱
い
な
ど
内
部
協
議

に
時
間
を
要
し
た
。

移転完了予定
H30年度H30年度
移転完了予定

今後の工程（予定）

第１期
（平成29年度）町下庁舎１階改修・移動

➡
第２期

（平成30年度）
駅前庁舎及び町下庁舎
２階改修・移動
➡

第３期
（平成31年度）

町下庁舎１階駐車場整
備など

議会傍聴席の改修検討も

現駅前庁舎全景

■問

■問■問

■問■問

答

答答

答答

遅
い
対
応
に
意
見

町民生活課（防災）・会計室
観光商工課を残し

議
会
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12

月

会

議

12
月
会
議
が
11
日
か
ら
15
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）
の
他
９
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
。

一
部
反
対
討
論
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
補
正
予
算
に
は
、
役
場
暫
定
移
転
に
係
る

改
修
工
事
費
や
深
沢
温
泉
の
源
泉
揚
湯
管
入
れ
替
え
に
係
る
予
算
な
ど

が
含
ま
れ
ま
す
。

12 月
会 議

意見書採択

地
中
か
ら
温
泉
を
く
み
上

げ
る
管
が
劣
化
し
、
湯
量

や
温
度
に
影
響
が
出
て
い

る
。
今
回
、
こ
れ
を
改
修

す
る
工
事
予
算
が
提
案
さ

れ
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

な
お
、
今
後
地
中
の
調

査
も
検
討
さ
れ
る
。

深
沢
温
泉
は
、
平
成
８

年
の
開
業
以
来
町
民
憩
い

の
場
と
し
て
20
年
以
上
が

経
過
し
た
。
源
泉
は
鉄
分

と
塩
分
が
豊
富
で
、
肩
こ

り
や
腰
痛
な
ど
に
抜
群
の

効
果
が
あ
る
。

一
方
、
経
年
の
影
響
で

一般会計（第７号）補正予算 主な内容
（歳　入）
地方交付税（特別交付税９月確定分） 1399万円
財産収入（車両公売） 200万円
基金繰入金（役場庁舎暫定移転） １億4000万円
（歳　出）
役場庁舎暫定移転改修工事費他 1億7220万円

「ふるさと館田子倉」改修工事設計委託料 252万円
特別会計繰出金（深沢温泉揚湯設備工事） 1285万円
宿泊・飲食事業持続化創業支援補助金 1000万円
町体育協会補助金（市町村対抗野球第3位） 50万円
道徳教材備品他 120万円
青少年旅行村災害復旧工事費（完了） △303万円

源泉ポンプ入れ替え作業の様子

12月会議で国への意見書が山岸議員
から提案され、全会一致で採択された。
◆核兵器禁止条約の署名・批准を
求める意見書

今
後
地
中
の
調
査
も

深
沢
温
泉
源
泉
揚
湯
設
備
改
修
予
算
議
決

大
切
な
町
民
い
こ
い
の
場
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12

月

会

議

介
護
老
人
保
健
施
設
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
が
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

こ
ぶ
し
苑
で
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
が
開
始
さ
れ
る
。

町
議
会
、南
会
津
会
、県

の
承
認
を
経
て
平
成
30
年

４
月
１
日
か
ら
始
ま
る
。

�
�
�
�
�
�
�

県
人
事
委
員
会
勧
告
に

よ
る
議
員
、
町
長
、
教
育

長
の
給
与
等
を
定
め
た
条

例
の
改
正
案
が
提
案
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

の
活
用
は
。

明
和
地
区
の
統
合

施
設
を
検
討
し
て

い
る
が
、
そ
の
申
請
資
料

と
し
て
活
用
し
た
い
。

過
疎
計
画
の
変
更

旅
行
村
の
整
備
計

画
が「
過
疎
計
画
」

に
上
が
っ
た
が
、
運
営
体

制
や
収
支
見
通
し
な
ど
の

協
議
な
ど
ま
だ
課
題
が
あ

る
。

委
員
会
で
の
意
見

は
当
然
踏
ま
え
て

い
く
。

決
定
し
て

い
な
い
の

で
公
表
は
控
え
た

い
。

町
民
か
ら

い
ろ
い
ろ

な
意
見
が
あ
る
。

商
工
会
を
通
し
た

補
助
金
と
な
っ
て

い
る
が
な
ぜ
。

豪
雨
災
害

後
、
観
光

商
工
業
者
の
減
少

か
ら
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

経
営
指
導
な
ど
ト
ー
タ
ル

で
商
工
会
が
指
導
す
る
体

制
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
大
使
旅
費

　
　

△
31
万
円

減
額
の
理
由
は
。

九
州
福
岡
在
住
の

２
名
の
大
使
が
都

合
で
会
議
欠
席
の
関
係
の

減
額
だ
。

農
業
集
落
排
水
事
業
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

さ
れ
た
が
、
今
後

「
ふ
る
さ
と
館
田
子
倉
」

改
修
工
事
設
計
委
託
料

２
５
２
万
円

カ
フ
ェ
的
な
ス
ペ

ー
ス
確
保
も
必
要

で
は
。

外
へ
の
デ
ッ
キ
は

困
難
。
２
階
を
活

用
し
検
討
し
た
い
。

宿
泊
・
飲
食
事
業
持
続
化

創
業
支
援
補
助
金

１
０
０
０
万
円

ど
の
様
な
申
請
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る

の
か
。

剣道で道徳心学ぶ只見ちびっこ剣士

ふるさと館田子倉

山岸議員
町民に還元すべきだと
いう理由で反対する。

こぶし苑 ４月より
訪問リハビリ開始

県人事委員会
勧告による
給与等の条例改正

ふるさと館田子倉を
交流スペースに

条 例

■問

■問■問

■問

■問

■問 答

答

答答

答 答

Q & A

反対討論
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議
会
報
告
会声を町政に

他を圧倒する只見の自然環境

平成11年に町民により行なわれた民
具整理（写真提供：只見町教育委員会）

議 会
報告会

声を町政に

声
…
…
前
例
よ
り
前
進
を

す
べ
て
に
ス
ピ
ー
ド
あ
る
対
応
を

◦只見の環境を活かして移
住政策に力を
◦定住者と議会の懇談会を
◦女性議員がいなくなった
のがさみしい

◦７月災害で土砂流出多発、
治山工事の推進を
◦農家への補助が目立つ
◦役場庁舎暫定移転のその
後の進捗は

◦民具資料館建設計画の
進み具合は
◦シルバー人材センター
の立ち上げ予定は
◦トレーラーハウスの運
営状況は

参加者アンケートから
◦参加者が少ないので一考を要する
◦議員の生の声を聞くことができ参考になった
◦消防団への参加要請など、参加者を増やす方
法を検討すべき
◦世代別の開催を

◦町職員の育成に力を
◦イノシシなどの鳥獣
被害対策の強化を

◦只見高校卒業生
を毎年地元に残
してほしい

10 /26 只見10/24

10 /26 朝日10/25

９月30日　自然首都・只見 水の郷うまいもんまつり　町内と三条市、魚沼市、ほか町外からも多数の
出店があり、盛大に開催されました。
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議
会
報
告
会

◦家族向け教員住宅整備を
◦小林に提案された住宅計
画のその後は
◦7.18災害後の町の対応
を明確に

◦新庁舎で失った
　1.2億円のその後は
◦地域住民参加の空き
家対策を

住民の生の

災
害
で
延
期
さ
れ
て
い

た
建
設
業
協
会
と
の
懇
談

会
を
10
月
10
日
に
開
催
し

た
。
協
会
か
ら
は
、
美
馬

会
長
他
７
名
が
、
議
会
は

全
議
員
が
参
加
し
た
。

現
在
町
内
の
建
設
会
社

で
働
く
方
の
年
齢
層
は
55

歳
以
上
が
65
％
を
占
め
、

若
者
の
確
保
・
育
成
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

議
会
に
対
し
て
も
解
決

策
を
講
ず
る
よ
う
強
い
要

請
を
受
け
た
。

建設業協会との住民懇談会

継続を要望されている買い物支援バス

住 民
懇談会

只見町建設業協会 社員年齢構成

（出典：只見町建設業協会）

19～29歳
6人（4%）

30～54歳
47人（31%）

55～70歳
100人（65%）

住民の生の
建設業
協 会
若
者
確
保

　
　喫
緊
の
課
題

◦住民・議会・行政の連携
強化の仕組みの検討を
◦予算が無駄にならないよ
う事業の監視を
◦買い物支援バス、来年度
も継続を

町民関心度
ランキング
No.1 役場庁舎に関すること

No.2 空き家・住宅対策

No.3 7.18災害処理

10 /26 明和10/26

９月30日　只見高等学校振興対策懇談会　只見高校の現状について理解するとともに、只見高校の今後
を地域全体の課題として考えるため、開催されました。
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11
月
会
議
他

11 月
会 議

10月3日　福島民報125周年地域づくり交流会（会津若松市）　地域の将来を支えるアイディアや取り組
みを生み出すことを目的に、様々な立場で地域づくりに取り組んできた方々が発表しました。

新
教
育
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意
が
提
案
さ
れ
、

大
字
只
見
の
新
國
真
也
氏

が
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ

た
。
任
期
は
３
年
。

な
お
、
採
決
は
規
定
に

よ
り
無
記
名
投
票
に
よ
り

行
な
わ
れ
た
。

な
お
、
衆
議
院
選
挙
費

用
約
８
２
０
万
円
が
県
か

ら
交
付
さ
れ
た
が
、
そ
れ

に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て

町
長
の
専
決
処
分
＊
の
報

告
が
行
な
わ
れ
た
。

11
月
21
日
に
開
催
さ
れ

た
11
月
会
議
で
は
、
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）、

工
事
請
負
契
約
の
変
更
、

教
育
委
員
会
委
員
１
名
の

選
任
同
意
が
可
決
さ
れ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の

主
な
も
の
は
、
林
道
災
害

復
旧
費
１
億
２
２
４
０
万

円
で
、
７
路
線
計
８
か
所

の
工
事
と
な
る
。

人 事
林道災害復旧路線
路　線　名 延長（m）

黒沢線１号 33
黒沢線２号 60
太田森戸沢線１号 59
寄岩線 40
余名沢線 83
柴倉寄岩線１号 25
小塩沢線 24
小戸沢線１号 39
計７路線８か所 363

黒沢線１号

柴倉寄岩線１号

余名沢線（以上、写真提供：只見町農林振興課）

無記名投票による教育委員の選任同意

教育委員の選任同意

林
道
災
害
復
旧
予
算
７
路
線
分

１
億
２
２
４
０
万
円
可
決

7.18災害

＊専決処分とは…
議決が必要な時
期までに議決を
得られない場合
に、町長が議会
に代わって処分
を行なうこと。
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11
月
会
議
他

視 察
来 町

広 域
消 防

10月17日　平成29年度しあわせ金婚夫婦表彰式（季の郷湯ら里）　結婚されて50年、今年めでたく金
婚式を迎えられる13組の方々に出席いただき、表彰式が開催されました。

明
し
た
後
、
大
衡
村
議
会

議
員
の
方
々
と
お
互
い
が

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
情

報
交
換
が
で
き
、
大
変
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。

今
後
も
当
議
会
と
し
て

も
課
題
解
決
の
た
め
議
会

改
革
を
行
な
っ
て
い
く
。

10
月
25
日
、
宮
城
県
大お
お

衡ひ
ら

村む
ら

議
会
運
営
委
員
会
よ

り
、
議
長
含
む
７
名
が
只

見
町
の
通
年
議
会
な
ど
を

研
修
の
た
め
視
察
に
来
ら

れ
た
。

只
見
町
議
会
で
の
通
年

議
会
導
入
や
議
会
基
本
条

例
制
定
の
経
緯
な
ど
を
説

の
内
容
、
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

平
成
29
年
度
か
ら
31
年

度
ま
で
の
総
事
業
費
は
20

億
４
１
１
８
万
円
を
見
込

ん
で
お
り
、
中
心
と
な
る

新
庁
舎
建
設
は
平
成
30
年

度
に
実
施
さ
れ
る
見
込
み

だ
。
新
消
防
庁
舎
の
完
成

が
待
ち
遠
し
い
。

12
月
12
日
、
全
員
協
議

会
に
お
い
て
広
域
新
消
防

庁
舎
（
南
会
津
町
）
の
建

設
計
画
に
つ
い
て
、
広
域

市
町
村
圏
組
合
か
ら
、
事

業
進
捗
状
況
、
建
設
計
画

全員協議会で説明される渡部総務課長

大衡村より視察に来られた方々を囲んで

新
消
防
庁
舎

建
設
計
画
を
説
明

宮城県大衡村
通年議会などを研修
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委
員
会
リ
ポ
ー
ト

10月17日　社会福祉法人南陽会こまどり荘完成祝賀会　グループホームこまどり荘の完成を祝い、祝
賀会が開催されました。

視
し
た
暫
定
移
転
に
な
る

よ
う
、
継
続
し
て
調
査
し

て
い
く
。

朝
日
診
療
所
に
つ
い
て

は
、
健
全
化
方
針
に
基
づ

き
平
成
30
年
度
か
ら
32
年

度
ま
で
の
経
営
健
全
化
計

画（
案
）が
作
成
さ
れ
た
。

委
員
会
で
は
、
さ
ら
な

る
調
査
が
必
要
と
判
断
し
、

今
年
度
中
継
続
し
て
調
査

し
て
い
く
。

役
場
庁
舎
暫
定
移
転
に

つ
い
て
は
、
第
１
期
工
事

と
し
て
町
下
庁
舎
１
階
の

改
修
を
行
な
い
、
環
境
整

備
課
及
び
農
林
振
興
課
の

今
年
度
中
を
目
途
に
し
た

移
転
完
了
。
第
２
期
工
事

と
し
て
駅
前
庁
舎
、
町
下

庁
舎
２
階
な
ど
の
改
修
・

移
転
を
行
な
い
、
現
本
庁

舎
か
ら
の
人
的
移
転
を
完

了
す
る
計
画
を
確
認
し
た
。

町
外
訪
問
客
、
観
光
客
、

町
民
の
利
便
性
を
最
重
要

議
員
は
、
規
律
や
秩
序

を
乱
し
た
場
合
、
法
律
に

よ
っ
て
懲
罰
が
課
せ
ら
れ

る
。
特
に
ネ
ッ
ト
社
会
の

今
日
、
情
報
の
伝
達
は
早

く
、
品
位
や
秩
序
が
厳
し

く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

委
員
会
で
は
議
長
の
諮

問
を
受
け
内
容
の
検
討
を

進
め
て
き
た
が
、
別
表
の

内
容
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
。

懲罰の対象（抜粋）
①会議中、法令違反や秩序を乱し、議長の停止
命令や注意喚起に従わない場合
②会議中、無礼な言葉や私生活に関わる言論な
ど議事に関係のない問題を論じた場合
③会議中、侮辱的な発言や行動で、他の議員か
ら懲罰処分を求められた場合
④議員が怠って会議に出席しない場合
⑤秘密会の議事を漏らした場合
⑥議会開会の阻止など、議会運営に関わる行為
をした場合
⑦議会の品位を汚し、その権威を失墜させるよ
うな言動を行なった場合など

委 員 会
リポート

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

庁
舎
移
転
は

　

町
民
の
利
便
性
を
最
優
先
に

議会運営委員会
議員の秩序と懲罰

診察にあたる朝日診療所若山所長

朝
日
診
療
所

経
営
健
全
化
計
画

役
場
庁
舎

暫
定
移
転
計
画
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現状は持ち込めるものに
制限があります

議場に持ち込めない

議場に持ち込める

REC

＊ICT…Information & Communication 
Technology（情報通信技術）の略

10月18日　八十里越交流懇談会（季の郷湯ら里）　289号の早期開通に向けて、交流事業や広域連携を
図る三条市、只見町、只見川ライン商工会関係者等の交流懇談会が開催されました。

小
の
農
業
者
に
対
す
る
町

の
支
援
策
の
充
実
も
必
要

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
大
多

数
の
中
・
小
農
家
が
窮
地

に
陥
り
、
耕
作
放
棄
地
が

増
え
る
原
因
に
な
る
と
の

強
い
指
摘
が
出
さ
れ
た
。

今
後
、
広
範
囲
に
調
査

を
行
な
い
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
た
政
策
を
早
急
に

進
め
る
べ
き
と
意
見
を
付

し
た
。

平
成
29
年
産
米
を
も
っ

て
国
の
生
産
調
整
が
終
了

し
、
平
成
30
年
以
降
は
米

の
作
付
け
自
由
化
が
図
ら

れ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て

町
で
は
、
町
内
の
認
定
農

業
者
な
ど
の
中
心
的
担
い

手
農
家
に
対
し
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
。

委
員
会
で
は
そ
の
結
果

報
告
を
受
け
た
が
、
認
定

農
業
者
だ
け
で
な
く
中
・

レ
ー
シ
ョ
ン
も
計
画
し
て

い
く
。
ま
た
、
現
在
の
規

定
の
見
直
し
も
同
時
に
検

討
し
て
い
く
。

な
お
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
議

会
へ
の
視
察
研
修
を
来
年

度
予
定
し
た
い
。

委
員
会
で
は
議
会
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
へ
向
け
た
議
論
を

推
進
し
て
い
る
。
ま
ず
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
の
大
義
を

明
確
に
す
べ
く
議
論
を
重

ね
、
調
査
の
た
め
議
会
運

営
シ
ス
テ
ム
の
提
供
業
者

を
招
い
て
の
デ
モ
ン
ス
ト

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ＊

化
を
検
討

経済文教常任委員会
遊休農地対策に中小農家への支援も

表
紙
の
写
真

12
月
22
日
、
大
勢
の

関
係
者
ら
が
出
席
し
只

見
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

式
典
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
安
全
を
第
一
に
、

い
よ
い
よ
冬
の
営
業
が

始
ま
り
ま
す
。
湯
気
上

が
る
厨
房
で
は
、
名
物

の
ト
マ
ト
ラ
ー
メ
ン
や

カ
ツ
丼
な
ど
、
心
を
込

め
た
１
杯
を
お
出
し
し

て
い
ま
す
。

〝
１
枚
写
真
を
撮
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。〟

只見スキー場
オープン
心を込めた
一杯をどうぞ

深沢集落田園風景
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教
え
て
議
会
の
こ
と

10月29日　第２回只見地区JAまつり（JA只見支店）　JA会津よつばとして２回目の只見地区JAまつり
が開催されました。

教えて！ 議会のこと Vol.14

只見町キャラクター ©Tadami

みんなに代わって只見町のキャラクターたちが聞いてくれました。

「議会報告会」って

なあに？ イワっぺ

ブナりん

アカショウちゃん

ブナりん

ねえねえ、この前議会報告会
があったみたいなんだけど、
みんなは行った？

アカショウちゃん

えっ！知らなかった！

イワっぺ　ぼくは知ってた
けど、みんなが行くからいい
やと思って行かなかった。

広報広聴委員長　ちょっとキミたち。議会
報告会は町民が議会の中身を知る大切な機会
なんだよ。ぼくたち議員を信頼して託してく
れているのはうれしいけど、議員まかせで中
身を知らないなんて、心配にならないかな？
ブナりん　そう言われりゃ、心配になっち
ゃうけど……。
アカショウちゃん　なんか難しそうなんだ
よね！
イワっぺ　報告会ってなにするの？
広報広聴委員長　議会報告会は議会基本条
例で定められた会で、１年間の議会活動を町
民のみなさんに報告する会なんだ。でもなる

べく報告の時間は短めにして、町民との意見
交換に多くの時間を割り当てているんだよ。
ブナりん　へえ！そうなんだ！報告会って
いうから、お話聞くだけなのかと思ってた
よ！
アカショウちゃん　じゃあ、ぼくだって意
見あるよ！
イワっぺ　でもなかなか都合が……。
広報広聴委員長　報告会は３日間の日程で
只見・朝日・明和の３会場でやってるよ。報
告の内容は同じだから都合に合わせてどの会
場でも参加できるんだ。

ブナりん

この次はみんなで行ってみよ
うね！

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページ
から視聴できます。

見て
ね！



全
員
協
議
会

12

月

会

議

議
会
報
告
会

11
月
会
議
他

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

教
え
て
議
会
の
こ
と

13

一

般

質

問

10月29日　平成29年度只見町表彰式・道路除雪表彰式（季の郷湯ら里）　各分野において長年、町の振
興発展に貢献された方々に対しての表彰式が行なわれました。

町
政
を
問
う

一般質問
■ 大 塚 純 一 郎…………………………………… 14
　シルバー人材センターの設立は
■ 目 黒 仁 也…………………………………… 15
　振興センターは副町長直轄で
■ 藤 田  力…………………………………… 16
　只見地区のライスセンター構想は
■ 佐 藤 孝 義…………………………………… 17
　県営中山間地域総合整備の実施は
■ 鈴 木 好 行…………………………………… 18
　サンドバレーコートの使用実績は
■ 鈴 木  征…………………………………… 19
　真奈川線整備の考えは
■ 目 黒 道 人…………………………………… 20
　少子化対策、子育て移住のＰＲを
■ 山 岸 国 夫…………………………………… 21
　学校給食費の無料化を
■ 中 野 大 德…………………………………… 22
　若者定住促進対策の拡充を
■ 酒 井 右 一…………………………………… 23
　人口減少、本町の将来は

一般質問

議員が行政全般（役場の仕事全般）に対して、方針
をただしたり政策の提言などを行なうことです。

一般質問とは

こ
の
町
を
想
い
10
名
が

こ
の
町
を
想
い
10
名
が
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11月3日　第47回只見町文化祭（只見振興センター）　「新しい生涯学習の発信」をメインテーマに開催
されました。

る
。
そ
の
中
で
重
要
な
事

は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の

受
入
れ
体
制
の
確
立
、
整

備
だ
と
思
う
が
。

４
月
か
ら
組
織
機

構
を
再
編
し
て

「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」

の
取
組
み
を
強
化
す
る
た

め
新
た
な
係
を
創
設
す
る
。

自
然
環
境
の
保
護
、
保
全

の
大
切
さ
と
人
間
と
自
然

と
の
共
生
の
意
義
を
町
内

外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
を
つ

く
り
、
全
国
に
発
信
し
て

い
き
た
い
。
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
の
受
入
れ
体
制
の
確

立
、
整
備
の
重
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。

「
自
然
首
都
・
只
見
」
を

宣
言
し
た
只
見
町
が
、
こ

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
さ
ら
に

高
め
て
全
国
に
発
信
し
て

い
く
事
が
求
め
ら
れ
て
い

全
国
１
７
４
１
自

治
体
の
中
で
、
わ

ず
か
９
地
域
の
自
治
体
が

「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

テ
ス
ト
に
参
加
し
、
こ
の

事
業
の
中
で
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
目

指
し
、
事
業
採
択
後
の
事

業
開
始
時
期
を
11
月
１
日

の
予
定
と
い
う
答
弁
で
し

た
。
残
念
な
が
ら
審
査
結

果
は
、「
不
採
択
」
に
な

っ
た
。
今
後
の
取
組
み
は
、

平
成
30
年
度
以
後
の
事
業

実
施
に
向
け
再
応
募
す
る

予
定
。

町
が
中
心
と
な
っ

て
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
を
設
立
、
運
営

す
る
事
が
、
町
の
将
来
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
事
業

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
町

長
は
本
気
で
取
り
組
む
覚

悟
が
あ
る
の
か
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
早
急
な

設
立
が
必
要
と
の
認
識
の

も
と
、
引
き
続
き
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
、
人

材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ

る
方
々
の
ニ
ー
ズ
を
調
査

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
年
度

内
に
実
施
し
て
い
く
。

私
の
９
月
会
議
一

般
質
問
に
対
し
て
、

町
長
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
11
月

を
目
標
に
立
ち
上
げ
る
」

と
の
答
弁
だ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
が
、
12
月
に
な

っ
た
今
、
何
も
で
き
て
い

な
い
。
ま
た
、
そ
れ
に
対

し
て
の
説
明
も
な
い
。
議

会
に
お
け
る
町
長
答
弁
と

は
そ
ん
な
も
の
な
の
か
。

社
会
福
祉
協
議
会

が
中
心
に
な
り
、

只
見
町
生
涯
現
役
促
進
地

域
推
進
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
厚
生
労
働
省
の
生
涯

現
役
促
進
地
域
連
携
事
業

第
３
次
募
集
に
係
る
コ
ン

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

目
指
す
べ
き「
町
づ
く
り
」と
は

答
受
入
れ
体
制
の
確
立
、
整
備
を
図
る

シルバー人材センターの
設立は

答 早急な設立が必要と認識

■答

■答

■答

■問

■問

■問

六十里越からの眺望



全
員
協
議
会

12

月

会

議

議
会
報
告
会

11
月
会
議
他

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

教
え
て
議
会
の
こ
と

15

一

般

質

問

11月3日　地域人材育成ダイヤモンドプラン事業「ふるさと只見・人材育成講座」第８期生成果発表（只
見振興センター）　「チャレンジ！ふるさとクッキング！」2か年の講座成果を発表されました。

何
と
か
工
夫
し
て

地
域
づ
く
り
交
付

金
の
予
算
内
で
運
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

本
来
は
、
地
域
の

団
体
の
自
主
事
業

を
支
援
す
る
財
源
だ
。
前

回
も
申
し
上
げ
た
別
枠
で

の
予
算
化
は
考
え
ら
れ
な

い
の
か
。別

枠
で
な
く
、
現

行
と
同
様
の
予
算

内
で
の
支
援
を
考
え
て
い

る
。

以
前
の
陳
情
で
町

は
効
果
を
認
め
、

前
向
き
に
検
討
を
進
め
る

内
容
の
回
答
を
出
し
て
い

る
。
今
後
Ｊ
Ｒ
只
見
線
や

国
道
２
８
９
号
の
開
通
等

の
観
光
を
含
め
た
住
民
の

足
を
再
検
討
す
る
時
期
で

は
な
い
か
。

時
間
は
要
す
る
が

検
討
し
て
い
く
。

12
月
５
日
に
３
人

の
議
員
で
買
い
物

支
援
バ
ス
の
体
験
乗
車
を

行
な
っ
た
。
添
乗
員
も
重

い
荷
物
を
手
伝
う
等
、
役

割
は
大
き
か
っ
た
。
来
年

を
心
配
す
る
声
も
聞
か
れ

た
。
皆
さ
ん
感
謝
の
言
葉

を
口
に
し
な
が
ら
喜
ん
で

お
ら
れ
る
姿
を
見
る
と
継

続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
気
持
ち
だ
。
次
年
度
の

対
応
と
し
て
前
回
地
域
づ

く
り
交
付
金
で
の
対
応
を

答
弁
さ
れ
た
が
、
他
の
団

体
の
申
請
も
あ
り
予
算
確

保
が
可
能
か
。

こ
の
際
、
集
落
・

地
域
づ
く
り
全
般

を
副
町
長
直
轄
で
取
り
仕

切
る
流
れ
を
作
る
べ
き
だ
。

今
は
、
セ
ン
タ
ー
間
の
連

携
よ
り
む
し
ろ
住
民
と
セ

ン
タ
ー
の
連
携
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
機
能
性

の
向
上
と
町
長
が
言
わ
れ

る
「
民
意
が
反
映
で
き
る

体
制
」
に
も
な
る
。

よ
り
良
い
方
向
で

検
討
し
て
い
く
。

約
４
年
が
経
過
し

た
が
、
独
自
性
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
議
論
、

ま
た
、
３
振
興
セ
ン
タ
ー

の
統
一
性
・
連
携
強
化
も

議
論
が
あ
っ
た
。

統
括
セ
ン
タ
ー
長

が
３
地
区
課
題
を

把
握
で
き
る
の
か
。

セ
ン
タ
ー
長
は
今

ま
で
同
様
３
地
区

に
配
置
さ
れ
る
の
で
そ
こ

は
変
わ
ら
な
い
。

今
年
の
事
務
改
善

委
員
会
で
行
な
っ

て
き
た
役
場
組
織
機
構
見

直
し
の
一
番
の
目
的
は
。

４
回
開
催
し
た
。

ま
ず
効
率
的
な
組

織
運
営
を
目
指
す
。
そ
し

て
人
口
減
少
に
対
応
す
る

効
果
あ
る
組
織
の
検
討
だ
。

現
在
の
振
興
セ
ン

タ
ー
の
課
題
を
ま

ず
ど
の
よ
う
に
総
括
し
た

の
か
。

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

全町的に住民の足を
見直す時期

答 買い物バスを含めた検討をする

振
興
セ
ン
タ
ー
は
副
町
長
直
轄
で

答
よ
り
良
い
方
向
に
検
討
す
る

■答

■答■答

■答

■答■答■答

■問■問

■問

■問

■問

■問■問

年間800人が利用する明和買い物支援バス
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11月12日　只見町文化協会第22回芸能発表会（季の郷湯ら里）　文化協会主催で文化祭事業の一環とし
て、開催されました。

っ
て
い
る
。
伐
採
期
を
迎

え
た
町
内
の
杉
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
か
。

約
８
０
４
ha
あ
る
。

地
元
産
材
活
用
支

援
事
業
制
度
の
利

用
が
低
迷
し
て
い
る
。
個

人
だ
け
と
し
て
い
る
対
象

を
会
社
な
ど
法
人
に
し
な

け
れ
ば
、
利
用
は
伸
び
な

い
。
山
の
杉
材
を
活
用
す

る
と
い
う
目
的
に
要
綱
を

改
正
し
な
け
れ
ば
実
態
に

合
わ
な
い
。
改
正
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

利
用
件
数
が
多
い

と
は
言
え
な
い
の

で
、
只
見
木
材
活
用
協
議

会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

使
い
や
す
い
制
度
に
検
討

し
た
い
。広

域
消
防
で
新
消

防
庁
舎
を
建
設
す

る
。
一
部
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
で
建

設
す
る
た
め
３
５
４
㎥
と

い
う
大
量
の
杉
材
を
使
う

計
画
だ
。
ぜ
ひ
、
只
見
の

杉
も
使
う
よ
う
に
進
め
て

ほ
し
い
。す

で
に
、
管
理
者

会
で
平
等
に
発
注

す
る
よ
う
話
し
て
い
る
。

布
沢
の
山
田
に
７

ha
の
耕
作
放
棄
地

が
あ
る
。
現
況
は
、
田
形

さ
え
わ
か
ら
な
い
荒
れ
よ

う
だ
。
し
か
し
、
課
税
は

水
田
と
な
っ
て
い
る
。
現

伐
採
期
を
迎
え
た

杉
林
の
利
用
価
値

が
低
く
大
き
な
問
題
に
な

況
課
税
の
考
え
か
ら
評
価

替
え
す
べ
き
と
思
う
が
。

営
農
計
画
書
で
自

己
保
全
管
理
と
し

て
い
る
農
地
は
、
①
農
業

委
員
会
に
現
況
確
認
申
請

書
を
提
出
、
②
そ
の
証
明

書
を
税
務
係
に
提
出
、
③

現
況
地
目
の
変
更
の
手
続

き
で
で
き
る
。

然
防
止
対
策
を
進
め
て
い

る
。

只
見
雨
堤
の
耕
作

放
棄
地
は
ど
う
す

る
の
か
。
ま
た
、
只
見
地

区
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
構

想
も
話
題
に
な
る
が
、
計

画
が
あ
る
の
か
伺
う
。

未
整
理
地
区
で
排

水
状
態
が
悪
い
。

圃
場
整
備
が
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
る
。
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
生

産
者
の
人
と
研
修
に
行
く

な
ど
検
討
を
し
て
い
る
。

町
内
の
至
る
所
で

見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
耕
作
放
棄
地
。
面

積
は
い
く
ら
あ
る
の
か
。

平
成
28
年
の
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
の
結

果
、
田
畑
合
計
で
85
・
８

ha
あ
る
。減

反
政
策
も
来
年

作
る
米
か
ら
生
産

調
整
を
止
め
る
。
こ
の
事

も
問
題
に
拍
車
を
か
け
る

し
、
町
全
体
が
耕
作
放
棄

地
に
な
る
心
配
さ
え
も
あ

る
。
ど
う
考
え
る
か
。

農
作
業
受
託
組
合

や
認
定
農
業
者
に

よ
る
農
地
の
利
用
集
積
を

進
め
、
耕
作
放
棄
地
の
未

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

只見地区の
ライスセンター構想は

答 研修に行くなど検討している

■答

■答

■答■答

■答

■答

■問

地
元
産
材
活
用
支
援
事
業
の

要
綱
改
正
を

答
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
検
討
し
た
い

■問

■問

■問

■問

■問

地元での活用が期待される町産木材
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11月14日　第48回全国過疎地域自立促進連盟理事会及び定期総会（東京都）　平成30年度過疎対策関
係政府予算の確保を図るため、開催されました。

３
㎞
う
ち
当
町
分
と
し
て

５・３
㎞
で
あ
る
。
来
年
度

は
八
木
沢
地
区
の
五
礼
橋

上
部
工
の
着
手
他
、
引
き

続
き
護
岸
詳
細
設
計
を
実

施
し
、
年
度
内
に
は
住
民

説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
。

近
年
の
気
象
現
象

を
踏
ま
え
る
と
、

町
は
危
機
感
が
足
り
な
い

の
で
は
。今

後
も
、
本
計
画

の
着
実
、
迅
速
な

進
捗
に
つ
い
て
、
国
県
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

地
内
落
石
防
護
柵
の
詳
細

設
計
を
実
施
し
て
お
り
、

来
年
度
以
降
に
工
事
着
手

の
予
定
。
安
全
・
安
心
の

確
保
の
た
め
、
引
き
続
き

国
・
県
に
要
望
し
て
い
く
。

只
見
川
河
川
整
備

工
事
の
予
定
と
、

伊
南
川
合
流
地
点
か
ら
の

県
施
工
分
の
全
体
計
画
に

つ
い
て
、
国
・
県
の
情
報

を
わ
か
る
範
囲
で
示
せ
。

只
見
川
の
計
画
対

象
地
区
は
当
町
を

含
め
５
町
、整
備
延
長
14
・

わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

必
須
の
事
業
だ
と
思
う
が
、

町
当
局
の
対
応
が
不
十
分

で
は
な
い
か
。

今
後
、
さ
ら
に
地

域
と
協
議
し
な
が

ら
事
業
の
熟
度
を
高
め
、

来
年
度
以
降
再
度
の
事
業

申
請
に
向
け
て
取
り
組
み

た
い
。

八
十
里
越
開
通
を

見
据
え
た
、
国
道

２
８
９
号
、
２
５
２
号
の

道
路
拡
幅
、
改
良
等
安
全

対
策
は
。開

通
に
よ
り
交
通

量
の
大
幅
な
増
加

が
見
込
ま
れ
、
安
全
対
策

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

国
道
２
８
９
号
は
、
今
年

も
小
林
な
ど
歩
道
拡
幅
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
来
年

度
も
引
き
続
き
計
画
さ
れ

て
い
る
。
国
道
２
５
２
号

は
、
今
年
新
た
に
田
子
倉

請
及
び
決
定
に
１
年
、
そ

の
後
の
工
事
に
５
年
を
予

定
。

今
日
の
農
業
体
系

は
、
大
型
化
に
代

対
象
範
囲
と
予
算

規
模
は
。
さ
ら
に

耕
作
放
棄
地
を
含
め
ら
れ

る
の
か
。町

内
全
域
を
予
定

し
て
お
り
、
予
算

規
模
は
、
約
20
億
円
で
あ

る
。
整
備
条
件
は
、
農
業

振
興
地
域
で
あ
れ
ば
可
能
。

期
間
は
、
何
年
程

度
の
想
定
か
。

採
択
後
、
調
査
期

間
２
年
で
採
択
申

今
年
、
各
集
落
の

要
望
箇
所
の
現
地

確
認
を
し
た
が
進
捗
状
況

は
。

要
望
内
容
を
基
に

実
施
に
向
け
た
現

地
調
査
、
補
助
申
請
を
し

た
が
、
県
よ
り
不
採
択
の

通
知
が
あ
っ
た
。
理
由
は

国
・
県
予
算
が
非
常
に
厳

し
く
、
郡
内
で
の
新
規
事

業
採
択
箇
所
が
な
い
。大塚純一郎議員

おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

道路拡幅、改良等
安全対策は

答 引き続き国・県に要望していく

県
営
中
山
間
地
域

総
合
整
備
の
実
施
は

答
県
よ
り
不
採
択
の
通
知
が
あ
っ
た

■答

■答 ■答

■答■答

■答

■答

■問

■問■問

■問

■問

■問

■問
県庁での道路改良の要望活動の様子
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11月14日　ふくしま駅伝結団式及び壮行会（只見振興センター）　11月19日開催の第29回ふくしま駅
伝に参加する選手激励のため、関係者が出席しました。

そ
の
計
画
を
基
に

し
て
現
在
、
沖
地

区
に
定
住
促
進
住
宅
を
整

備
中
で
あ
る
。

現
在
の
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、

移
住
希
望
者
に
と
っ
て
わ

か
り
に
く
い
案
内
だ
。
窓

口
は
ど
こ
か
、
職
業
案
内

は
あ
る
か
、
移
住
希
望
者

へ
の
説
明
会
は
あ
る
か
、

な
ど
の
細
か
い
案
内
と
、

年
代
別
に
分
け
た
案
内
が

必
要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
見
直
し
も
含
め
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

ノ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
10
回
程

度
企
画
し
て
い
る
。

町
内
の
人
が
利
用

で
き
る
施
設
整
備

の
考
え
は
な
い
か
。

現
在
は
町
内
に
あ

る
体
育
館
等
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

若
者
定
住
促
進
住

宅
の
入
居
者
募
集

は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行

な
う
の
か
。

こ
れ
ま
で
は
週
１

回
発
行
の
お
し
ら

せ
ば
ん
で
知
ら
せ
て
い
た

が
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー

ン
の
ニ
ー
ズ
も
鑑
み
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募
集
広

告
を
掲
載
す
る
な
ど
効
果

的
な
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

以
前
、
小
林
地
区

に
町
営
住
宅
の
建

設
計
画
が
あ
っ
た
と
聞
い

た
が
、
そ
の
後
、
ど
う
な

っ
た
の
か
。

除
雪
は
、
建
物
ま

で
の
道
路
は
町
が

実
施
、
建
物
の
管
理
は
個

人
に
し
て
い
た
だ
く
。
ま

た
、
集
客
は
冬
期
間
の
ス

ー
室
、
ト
イ
レ
な
ど
の
設

備
の
充
実
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
建
設
の
基
本
設
計
も

進
め
て
い
る
。

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
で
営
業
し
て
い

る
人
も
い
る
。
冬
期
間
の

除
雪
、
集
客
を
ど
う
す
る

の
か
。

問　

昨
年
12
月
会

議
で
は
利
用
者
８

０
０
０
人
を
見
込
ん
で
い

る
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
見

込
み
を
大
き
く
下
回
っ
た

原
因
は
。オ

ー
プ
ン
が
７
月

に
な
っ
た
こ
と
で
、

計
画
し
て
い
た
大
会
な
ど

の
誘
致
に
至
ら
な
か
っ
た

こ
と
。
ま
だ
ま
だ
Ｐ
Ｒ
不

足
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
構
想
に
向

け
て
の
計
画
は

来
年
度
、
駐
車
場

整
備
に
向
け
て
の

実
施
設
計
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
会
議
室
や
シ
ャ
ワ

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

サンドバレーコートの
使用実績は

答 オープンが遅れ500人程度

■答

■答

■答■答■答

■答

■答 ■問

■問

■問■問

■問

■問

■問

移
住
希
望
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
方
法
は

答
お
し
ら
せ
ば
ん
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

降雪期を迎えたトレーラーハウス



全
員
協
議
会

12

月

会

議

議
会
報
告
会

11
月
会
議
他

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

教
え
て
議
会
の
こ
と

19

一

般

質

問

11月18日　まるごと南会津観光PRフェアオープニングセレモニー（東京都上野公園）　南会津地方への
観光誘客及び魅力発信のため、開催されました。

で
も
掲
げ
て
い
る
の
で
、

具
体
的
整
備
対
策
を
問
う
。

住
民
の
要
望
を
て

い
ね
い
に
聞
き
な

が
ら
、
冬
期
孤
立
住
宅
の

解
消
に
努
め
た
い
。
事
業

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
周

辺
の
用
地
取
得
が
肝
要
の

た
め
、
引
き
続
き
住
民
の

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
た

い
。

町
は
以
前
か
ら
冬

期
孤
立
住
宅
の
解

消
の
た
め
、
除
雪
車
が
入

れ
る
よ
う
に
狭
い
道
路
は

改
良
を
し
、
町
道
で
な
い

所
は
用
地
を
買
い
、
町
道

に
し
て
生
活
環
境
の
改
善

に
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、

依
然
と
し
て
解
消
さ
れ
な

い
町
道
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

ま
た
、
第
七
次
振
興
計
画

き
続
き
、
利
用
者
の
安
全

確
保
に
取
り
組
み
た
い
。

只
見
湖
・
舘
ノ
川

線
は
、
舘
ノ
川
か

ら
新
田
沢
ま
で
が
未
舗
装

と
な
っ
て
お
り
、
雨
の
影

響
等
で
通
行
が
難
儀
す
る
。

今
後
の
整
備
計
画
は
。

未
舗
装
区
間
は
、

そ
れ
ほ
ど
急
勾
配

で
は
な
い
が
、
融
雪
等
の

影
響
に
よ
り
通
行
に
支
障

を
来
た
す
こ
と
も
あ
る
。

今
後
も
、
路
面
状
況
を
調

査
し
な
が
ら
、
支
障
の
な

い
よ
う
に
努
め
た
い
。

本
路
線
は
、
あ
が

り
こ
ブ
ナ
の
森
や

わ
ら
び
園
な
ど
集
落
の

方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

観
光
や
自
然
環
境
学
習
に

積
極
的
に
利
活
用
さ
れ
て

き
た
。
一
方
、
延
長
も
長

く
勾
配
の
き
つ
い
区
間
や

山
か
ら
の
出
水
箇
所
も
多

く
、
そ
の
よ
う
な
通
行
に

支
障
の
あ
る
箇
所
を
優
先

的
に
整
備
し
て
き
た
。
引

町
道
真
奈
川
線
は
、

未
舗
装
箇
所
が
多

く
、
車
の
す
れ
違
い
の
で

き
な
い
箇
所
や
、
小
沢
か

ら
土
砂
の
出
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
集
落
の
人
や
利
用

者
は
大
変
不
便
を
こ
う
む

っ
て
い
る
。
教
育
や
産
業

面
に
大
い
に
利
活
用
し
て

い
る
町
道
で
あ
る
の
で
、

整
備
促
進
を
図
る
べ
き
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

一軒家対策としての
生活道路整備は

答 周辺の用地取得が肝要

真
奈
川
線
整
備
の
考
え
は

答
利
用
者
の
安
全
確
保
に
取
り
組
む

■答

■答

■問

■問

■問

■答

一軒家対策で整備した只見田中地内の生活道路



全
員
協
議
会

12

月

会

議

議
会
報
告
会

11
月
会
議
他

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

教
え
て
議
会
の
こ
と

20

一

般

質

問

只見町この５年間の出生数
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11月20日　地方自治法施行70周年記念式典（東京都）　地方自治法が施行されて70周年を迎えるにあ
たり、天皇皇后両陛下にご臨席を仰ぎ、開催されました。

今
後
、
協
議
し
て

い
く
。

行
く
末
を
相
談
し
て
も
ら

う
よ
う
、
区
長
連
絡
協
議

会
を
通
じ
て
地
区
で
の
申

し
合
わ
せ
な
ど
働
き
か
け

は
で
き
な
い
か
。

子
育
て
世
代
に
限

定
し
た
Ｐ
Ｒ
は
行

な
っ
て
い
な
い
。

町
が
取
り
組
む
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実
は
評
価
で
き
る
。
こ

の
環
境
を
求
め
る
潜
在
的

な
ニ
ー
ズ
は
高
い
。
子
育

て
世
代
向
け
、
特
に
小
学

校
へ
上
が
る
前
く
ら
い
の

世
帯
へ
向
け
て
発
信
し
て

欲
し
い
が
、
ど
う
か
。

只
見
高
校
の
山
村

留
学
制
度
の
Ｐ
Ｒ

は
行
っ
て
い
る
が
、
小
中

学
校
向
け
の
Ｐ
Ｒ
も
今
後

検
討
し
た
い
。

住
宅
に
つ
い
て
だ

が
、
最
近
、
葬
式

が
多
く
な
っ
て
き
た
。
高

齢
世
帯
で
亡
く
な
る
と
空

き
家
に
な
る
可
能
性
が
高

く
心
配
だ
。
建
物
は
人
が

住
ま
な
い
と
だ
め
に
な
っ

て
し
ま
う
。
空
き
家
バ
ン

ク
の
活
用
も
期
待
し
た
い

と
こ
ろ
だ
が
、
ご
存
命
の

う
ち
に
ご
家
族
で
建
物
の

つ
い
て
は
雇
用
促
進
奨
励

金
の
交
付
、
南
郷
ト
マ
ト

な
ど
の
新
規
就
農
者
へ
の

支
援
、
新
規
創
業
希
望
者

へ
の
支
援
な
ど
を
、
住
宅

に
つ
い
て
は
空
き
家
バ
ン

ク
の
活
用
、
民
間
借
り
上

げ
住
宅
、
町
営
住
宅
の
整

備
も
行
な
う
。
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
は
年
長
児
保

育
料
の
無
償
化
、
健
や
か

発
育
・
発
達
支
援
事
業
、放

課
後
児
童
対
策
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
、
小
中
学
校

学
力
向
上
事
業
、
公
営
塾

の
開
設
、
一
次
医
療
機
関

の
確
保
・
充
実
な
ど
を
子

育
て
環
境
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
。昨

年
、
私
の
娘
が

生
ま
れ
た
が
、
只

見
地
区
の
同
級
生
は
た

っ
た
の
４
人
だ
け
だ
っ

た
。
同
級
生
を
増
や
す
に

は
「
転
校
生
が
来
る
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
子

育
て
世
代
向
け
の
Ｐ
Ｒ
事

業
は
行
な
っ
て
い
る
か
。

町
が
抱
え
る
課
題

の
多
く
は
人
口
減

少
問
題
に
あ
る
と
考
え
る
。

人
口
減
少
対
策
は
国
任
せ

に
す
る
の
で
は
な
く
、
自

治
体
が
担
う
べ
き
仕
事
で

あ
る
。
町
の
人
口
減
少
対

策
、
特
に
生
産
年
齢
人
口

を
増
や
す
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

人
口
減
少
対
策
は

国
任
せ
で
な
く
、

町
の
実
情
を
踏
ま
え
戦
略

的
な
事
業
展
開
が
必
要
と

考
え
る
。
中
で
も
働
き
場
、

住
宅
、
子
育
て
の
３
つ
を

重
点
に
事
業
を
推
進
し
て

い
る
。
働
き
場
の
確
保
に

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

少子化対策、
子育て移住のＰＲを

答 小中学校向けのPRも検討したい

■答 ■問

■問

■問■問 ■答■答

■答
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11月22日　第61回町村議会議長全国大会（東京都）　全国の町村議会の総意を結集し、開催されました。

眼
科
で
他
市
町
に
通
院
し

て
い
る
人
数
は
。

整
形
外
科
で
今
年

度
月
平
均
79
人
。

眼
科
の
遠
方
通
院
者
は
国

保
加
入
者
で
月
平
均
54
人

と
な
っ
て
い
る
。

遠
方
へ
の
通
院
は

本
人
と
家
族
の
負

担
も
大
変
だ
。
医
師
派
遣

を
県
と
協
議
す
べ
き
。

胃
カ
メ
ラ･

エ
コ

ー
室
に
眼
科
用
医

療
機
器
の
導
入
と
な
る
。

通
常
診
察
時
の
対
応
困
難

が
出
て
く
る
可
能
性
あ
り

難
し
い
。

目
の
病
気
で
遠
方

の
医
院
に
通
院
さ

れ
て
い
る
方
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
朝
日
診
療
所
に

お
い
て
整
形
外
科
と
同
じ

よ
う
に
受
診
で
き
る
体
制

確
立
を
求
め
る
。

整
形
外
科
は
月
２

回
、
南
会
津
病
院

の
医
師
派
遣
を
受
け
診
察

を
行
な
っ
て
い
る
。
南
会

津
病
院
は
整
形
外
科
常
勤

医
師
３
人
で
、
眼
科
は
非

常
勤
医
師
が
週
２
回
の
診

療
で
あ
り
、
応
援
医
師
派

遣
は
現
時
点
で
は
困
難
。

月
２
回
の
整
形
外

科
の
受
診
人
数
と
、

の
対
象
に
な
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
子
育
て
支
援
策

と
し
て
実
施
に
踏
み
切
る

町
長
の
決
断
を
求
め
る
。

保
育
料
軽
減
対
策
、

小
中
学
校
の
支
援

員
の
増
な
ど
教
育
環
境
を

整
え
て
き
た
。
給
食
は
次

の
段
階
で
国
の
動
向
を
踏

ま
え
考
え
る
。

体
が
無
料
化
し

て
い
る
。
目
的

や
動
機
は
、
少

子
化
対
策
、
子

育
て
支
援
、
こ

れ
に
加
え
食
育

の
推
進
と
な
っ

て
い
る
。
平
成

17
年
制
定
の
食

育
基
本
法
で
給

食
と
食
育
が
知

育
・
徳
育
・
体
育
の
基
礎

を
な
す
も
の
と
さ
れ
て
お

り
、
給
食
費
無
料
化
は
そ

昨
年
６
月
会
議
で

学
校
給
食
の
無
料

化
、
今
年
９
月
会
議
で
子

育
て
支
援
策
を
提
案
し
た
。

そ
の
後
の
検
討
は
さ
れ
て

い
る
か
。県

内
で
は
７
町
村

が
無
料
化
し
て
い

る
。
町
で
行
な
う
少
子
化

対
策
の
他
の
施
策
及
び

国
・
県
の
事
業
施
策
を
踏

ま
え
て
考
え
る
。

全
国
で
は
昨
年
よ

り
増
加
し
83
自
治

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

漏ろ
う

洩え
い

は
全
国
で
今

年
上
期
に
２
７
３
件
も
発

生
し
た
。
国
関
係
省
庁
は
、

確
定
申
告
書
、
源
泉
徴
収

票
、
健
康
保
険
、
厚
生
年

金
保
険
な
ど
の
書
類
に
番

号
が
未
記
載
で
も
書
類
は

受
け
取
り
、
不
利
益
は
な

い
と
の
見
解
を
示
し
て
い

る
。
町
は
自
主
的
判
断
を

す
べ
き
。

地
方
税
法
に
も
と

づ
き
記
載
の
お
願

い
を
す
る
。
書
か
な
く
と

も
受
理
す
る
。

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

診療所での
眼科受診を可能に

答 医師の確保が困難

学
校
給
食
費
の
無
料
化
を

答
国
・
県
の
動
向
踏
ま
え
検
討

確
定
申
告
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

扱
い
は	

答
未
記
入
で
も
受
理
す
る

■答

■答

■答

■答

■答■答

■問■問

■問

■問■問

■問

児童の給食の様子
（写真提供：朝日小学校）
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11月24日　一級河川只見川河川整備促進期成同盟会による福島県要望（福島市）　一級河川只見川の河
川整備促進について、県に対する要望活動を行ないました。

の
に
つ
い
て
は
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ま

れ
た
い
。奨

学
金
制
度
に
つ

い
て
は
、
保
健
福

祉
課
、
教
育
委
員
会
そ
れ

ぞ
れ
に
制
度
が
あ
る
。
意

見
を
頂
き
な
が
ら
内
部
検

討
を
進
め
る
。

平
成
３
年
か
ら
の

保
健
福
祉
関
係
の

デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
36
名

が
利
用
し
、
町
の
施
設
で

働
い
て
い
る
の
は
、
３
名

で
あ
る
。Ｕ

タ
ー
ン
政
策
等

に
お
い
て
は
国
の

動
向
等
に
関
係
な
く
、
町

独
自
で
取
り
組
ま
れ
る
も

10
月
に
消
費
税
を
10
％
に

引
き
上
げ
る
の
に
伴
い
、

３
歳
以
上
児
の
無
料
化
の

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

国
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

給
付
型
奨
学
金
の

検
討
状
況
は
。

事
務
調
整
会
議
に

お
い
て
検
討
し
て

き
た
が
、
結
論
と
し
て
政

府
の
「
人
づ
く
り
革
命
」

の
動
向
な
ど
、
国
・
県
の

政
策
を
見
極
め
る
必
要
が

あ
る
。
国
は
、
消
費
税
10

％
引
き
上
げ
に
伴
う
増
収

分
を
財
源
と
し
て
、
幼
児

教
育
・
保
育
や
大
学
な
ど

高
等
教
育
を
無
償
化
す
る

と
公
表
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、

当
町
に
あ
る
既
存
の
奨
学

金
制
度
の
課
題
を
整
理
し
、

必
要
な
改
正
を
検
討
す
る
。

現
在
実
施
し
て
い

る
貸
与
型
奨
学
金

の
実
績
は
。

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
再

開
通
や
国
道
２
８

９
号
の
全
線
開
通
と
い
う

前
向
き
な
話
題
も
あ
る
が
、

着
実
に
進
行
す
る
人
口
減

少
は
、
産
業
面
に
大
き
な

影
響
を
与
え
閉
塞
感
を
増

幅
さ
せ
る
。
若
者
定
住
策

と
し
て
現
在
実
施
し
て
い

る
子
宝
祝
い
金
や
無
料
保

育
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
考

え
は
な
い
か
。

子
宝
祝
い
金
に
つ

い
て
は
、
平
成
26

年
度
に
拡
充
し
、
第
１
子

に
10
万
、
第
２
子
に
20

万
、
第
３
子
に
30
万
を
支

給
し
て
い
る
。
実
施
状
況

を
鑑
み
つ
つ
、
当
面
現
状

の
通
り
継
続
し
て
い
き
た

い
。
無
料
保
育
に
つ
い
て

は
、
５
歳
以
上
児
の
保
育

料
を
無
料
と
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
他
の
児
童
に
お

い
て
も
３
割
か
ら
７
割
の

減
額
を
実
施
し
て
い
る
。

現
在
、
国
で
は
平
成
31
年

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

若者定住促進対策の
拡充を

答 国の動向も踏まえ検討を進める

■答

■答

■答

■答

■問

■問■問

■問

只見保育所の七夕会
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12月2日　内堀知事を励ます会（郡山市）　内堀知事をねぎらうとともに、知事のさらなるご活躍を祈
念し、開催されました。

て
い
る
。
住
民
自
治
の
喚

起
を
促
す
に
は
情
報
公
開

が
不
可
欠
だ
。

今
後
は
３
地
区
の

振
興
セ
ン
タ
ー
を

十
分
に
機
能
さ
せ
、
不
測

の
事
態
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
努
力
す
る
。
住
民
自
治

の
喚
起
に
つ
い
て
は
重
要

だ
と
思
っ
て
い
る
。

国
道
２
８
９
号
の

開
通
時
期
が
見
通

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
町
内
に
は
大

き
な
課
題
が
い
く
つ
か
あ

る
。
町
長
の
課
題
認
識
は

何
か
。

犯
罪
や
交
通
安
全
、

自
然
保
護
な
ど
課

題
は
あ
る
。
関
係
行
政
機

関
と
連
携
し
問
題
を
把
握

し
て
い
き
た
い
。

八
十
里
越
は
「
環

日
本
海
経
済
圏
計

画
＊
」
に
お
け
る
物
流
の

拠
点
（
要
衝
）
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
行
政
だ
け

の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
。
住
民
と
ど
う

連
携
し
、
情
報
を
公
開
し

て
対
処
し
て
行
く
か
聞
い

施
策
に
つ
い
て
た
だ
す
。

本
町
に
は
公
共
交
通
と
し

て
、
明
和
地
区
の
買
い
物

支
援
バ
ス
と
従
来
の
雪
ん

子
タ
ク
シ
ー
が
あ
る
。
両

方
と
も
重
要
な
公
共
交
通

で
あ
る
。
両
者
を
比
較
検

討
し
、
さ
ら
に
優
れ
た
公

共
交
通
を
制
度
化
し
、
そ

れ
を
町
が
行
な
う
考
え

（
１
年
以
内
）
は
な
い
か
。

す
で
に
担
当
課
に

指
示
を
出
し
て
い

る
。

政
治
姿
勢
を
具
体

化
す
る
政
策
を
事

業
化
す
る
と
す
れ
ば
、
ま

ず
何
か
ら
手
を
付
け
、
そ

れ
を
ど
う
し
た
い
の
か
。

具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
。

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
の
深
化

が
重
要
と
思
う
。

そ
れ
で
は
答
弁
に

な
っ
て
い
な
い
。

次
の
機
会
に
、
よ
り
明
確

な
町
長
の
具
体
的
政
策
・

只
見
町
振
興
計
画

で
は
、
町
の
人
口

の
将
来
目
標
を
３
０
０
０

人
と
し
て
い
る
。
町
長
は
、

「
政
治
」及
び「
政
策
」
で

ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る

の
か
。
町
長
の
政
治
姿
勢

を
伺
い
た
い
。

働
き
場
作
り
、
住

環
境
の
整
備
、
子

育
て
環
境
整
備
等
、
引
き

続
き
総
合
的
な
施
策
に
取

り
組
む
。

＊環日本海経済圏構想
日本海を湖に見立て、湖を取りまく国々の間で発
生すると思われる大きな経済圏構想。特に中国や
韓国、ロシアなどを念頭に置いた日本の構想。

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

中 野 大 德議員
なか の たか のり

国道289号開通に
向けた課題は

答 住民自治の喚起が重要

人
口
減
少
、
本
町
の
将
来
は

答
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
深
化
が
重
要

■答

■答

■答

■答

■答 ■問

■問

■問

■問

■問

289号県境トンネルへ通じる７号橋梁工事現場（只見町側）
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後

記

新
し
い
年
の
始
ま
り
で
す
。

今
年
は
、
戊
辰
１
５
０
年
。

改
め
て
会
津
の
歴
史
を
考
え

る
い
い
機
会
で
す
。
天
皇
陛

下
の
生
前
退
位
も
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
年
号
「
平
成
」
も

最
後
と
な
り
ま
す
。

町
に
と
っ
て
も
「
良
い
節

目
」
に
な
る
よ
う
知
恵
を
絞

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
委
員
会
で
は
、

住
民
に
寄
り
添
っ
た
広
聴
活

動
に
今
ま
で
以
上
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。（

目
黒
仁
也
委
員
長
）

発
行
責
任
者

議　
　

長　

齋
藤
邦
夫

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

目
黒
仁
也

副
委
員
長　

目
黒
道
人

委　
　

員　

大
塚
純
一
郎

中
野
大
德

山
岸
国
夫

鈴
木
好
行

若者たちの目線若者たちの目線
シリーズ

Vol.14

只見のさらなる
発展に向けて

只見中学校１年

渡
わたなべ
部 茉

ま
子
こ

只見のよさを感じて
もらいたい
只見小学校６年

鈴
すず
木
き
詠
えい
大
と

私は、只見が発展するた
めにはどのようなことをす

ればよいか考えてみました。その一つとして、
「古民家カフェ」をつくることを提案します。
元々ある民家を利用し、新鮮な食材や只見の
特産品を使った料理を提供すれば、町外からも
たくさんの人が来てくれると思います。今流行
の「古民家カフェ」をつくることで若い観光客が
増え、只見に住む人が増えれば、高齢化にも歯止
めがかかり、只見の発展につながると思います。

ぼくは、総合の学習を通
して、只見町が観光にも力

を入れていることを知った。只見には、すばら
しい自然がある。この自然を利用した観光をさ
らに増やし、他の地域から来た人にぜひ只見の
よさを感じてもらいたい。
只見のよさを分かってもらえれば、きっと只

見に住みたいと考える人も増えると思うからだ。
このことが只見の人口減少をくい止めることに
もつながるのではないかと、ぼくは考えている。


